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新医薬品が薬価収載されましたのでお知らせいたします。

番

号

薬効

分類
区分 商品名 規格単位 薬価 包装単位 製造販売 成分名 効能・効果 用法・用量 規制等 承認年月日 備考

バイアグラ錠25mg 25mg1錠 959.60円 20錠［10錠（PTP）×2］

バイアグラ錠50mg 50mg1錠 1,380.00円 20錠［10錠（PTP）×2］

100錠［10錠（PTP）×10］

バイアグラODフィルム

25mg

25mg1錠 991.60円 20枚［10枚×2］

バイアグラODフィルム

50mg

50mg1錠 1424.10円 20枚［10枚×2］

50枚［10枚×5］

シアリス錠5mg 5mg1錠 1,343.80円 20錠［10錠（PTP）×2］

シアリス錠10mg 10mg1錠 1,454.60円 20錠［10錠（PTP）×2］

40錠［10錠（PTP）×4］

シアリス錠20mg 20mg1錠 1,529.90円 20錠［10錠（PTP）×2］

40錠［10錠（PTP）×4］

レコベル皮下注12µgペン 12µg0.36mL1

キット

10,992円 1本／箱

レコベル皮下注36µgペン 36µg1.08mL1

キット

26,293円 1本／箱

レコベル皮下注72µgペン 72µg2.16mL1

キット

45,582円 1本／箱

4 249 注射薬

ガニレスト皮下注0.25㎎

シリンジ

0.25mg0.5mL1筒 8,904円 1シリンジ（0.5mL） オルガノン ガニレリクス

酢酸塩

調節卵巣刺激下における早発排卵の防止 原則として卵胞刺激ホルモン製剤投与の6日目から開始し、ガニレリクスとして0.25mgを1日

1回皮下に連日投与する。

劇、処方 H20.7.16 新有効成分

5 249 注射薬

セトロタイド注射用

0.25mg

0.25mg1瓶(溶解

液付)

9,057円 1バイアル（日局注射用水

1mL［1アンプル］添付）

日本化薬 セトロレリク

ス酢酸塩

調節卵巣刺激下における早発排卵の防止 卵巣刺激開始6日目から排卵誘発当日まで、セトロレリクスとして0.25mgを1日1回腹部皮下

に連日投与する。

劇、処方 H18.4.20 新有効成分

6 247 外用薬

ルテウム腟用坐剤400mg 400mg1個 541.90円 28個［4個（プラスチック製

コンテナ）×7］

あすか製薬 プロゲステロ

ン

生殖補助医療における黄体補充 プロゲステロンとして1回400mgを1日2回、採卵日（又はホルモン補充周期下での凍結胚移

植ではエストロゲン投与により子宮内膜が十分な厚さになった時点）から最長10週間（又は

妊娠12週まで）腟内に投与する。

処方 H28.3.28 新投与経路

7 247 外用薬

ウトロゲスタン腟用カプセ

ル200mg

200mg1カプセル 361.30円 24カプセル［6カプセル

（PTP）×4］

富士製薬工業 プロゲステロ

ン

生殖補助医療における黄体補充 プロゲステロンとして1回200mgを1日3回、胚移植2～7日前より経腟投与する。妊娠が確認

できた場合は、胚移植後9週（妊娠11週）まで投与を継続する。

処方 H28.1.22 新投与経路

2592

タダラフィル

新有効成分H11.1.25処方通常、成人には1日1回シルデナフィルとして25mg～50mgを性行為の約1時間前に経口投与

する。

高齢者（65歳以上）、肝障害のある患者及び重度の腎障害（Ccr＜30mL/min）のある患者に

ついては、本剤の血漿中濃度が増加することが認められているので、25mgを開始用量とする

こと。

1日の投与は1回とし、投与間隔は24時間以上とすること。

勃起不全（満足な性行為を行うに十分な勃

起とその維持が出来ない患者）

シルデナフィ

ルクエン酸塩

2591

ヴィアトリス

内用薬

日本新薬 新有効成分H19.7.31

2413

新有効成分R3.3.23生物、処

方

通常、ホリトロピン　デルタ（遺伝子組換え）として、投与開始前の血清抗ミュラー管ホルモ

ン（AMH）値及び体重に基づき、下表に従い算出した投与量を、月経周期2日目又は3日目か

ら1日1回皮下投与し、卵胞が十分に発育するまで継続する。なお、下表に従い算出した投与

量が6µgを下回る場合は6µgを、12µgを上回る場合は12µgを、1日あたりの投与量とする。

生殖補助医療における調節卵巣刺激ホリトロピン

デルタ

（遺伝子組換

え）

フェリング・

ファーマ

処方通常、成人には1日1回タダラフィルとして10mgを性行為の約1時間前に経口投与する。

10mgの投与で十分な効果が得られず、忍容性が良好と判断された器質性又は混合型勃起不全

患者に対しては、20mgに増量することができる。軽度又は中等度の肝障害のある患者では

10mgを超えないこと。なお、いずれの場合も1日の投与は1回とし、投与間隔は24時間以上

とすること。中等度又は重度の腎障害のある患者では、5mgから開始し、投与間隔は24時間

以上とすること。なお、中等度の腎障害のある患者では最高用量は10mgを超えないことと

し、10mgを投与する場合には投与間隔を48時間以上とすること。重度の腎障害のある患者で

は5mgを超えないこと。

勃起不全（満足な性行為を行うに十分な勃

起とその維持が出来ない患者）

注射薬

内用薬
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8 247 外用薬

ルティナス膣錠100mg 100mg1錠 361.30円 21錠［3錠×7：ブリス

ター、ポリエチレン製専用ア

プリケータ21

本（1錠につき1本）添付］

フェリング・

ファーマ

プロゲステロ

ン

生殖補助医療における黄体補充 プロゲステロンとして1回100mgを1日2回又は3回、採卵日（又はホルモン補充周期下での凍

結胚移植 ではエストロゲン投与により子宮内膜が十分な厚さになった時点）から最長10週間

（又は妊娠12週まで） 腟内に投与する。

処方 H26.9.26 新投与経路

9 247 外用薬

ワンクリノン腟用ゲル

90mg

90mg1管 1,083.80円 ポリエチレン製アプリケータ

×7本

メルクバイオ

ファーマ

プロゲステロ

ン

生殖補助医療における黄体補充 プロゲステロンとして1回90mgを1日1回、採卵日（又はホルモン補充周期下での凍結胚移植

ではエストロゲン投与により子宮内膜が十分な厚さになった時点）から最長10週間（又は妊

娠12週まで）腟内に投与する。

処方 H28.7.4 新投与経路

・薬価については官報をご確認下さい。

・承認時段階の情報につきましては、適宜、日本薬剤師会雑誌の日薬医薬品情報に掲載しておりますのでご参照下さい。

・承認に関する情報は「医薬品医療機器情報提供ホームページ」の新薬の承認に関する情報もご参照下さい。

・医薬品薬価マスターに関する情報は「診療報酬情報提供サービス」をご参照下さい。

・医薬品コードに関する情報は「薬価基準収載医薬品コード表(MEDIS-DC提供)」をご参照下さい。
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